
 

 

 

 

        

゜・*:.。..:☆*゜・*:.。☆. :*・☆*゜☆*゜・*:.。..:☆*゜・*:.。☆. :*・☆*゜*:.。..:☆*゜・*:.゜・*:.。☆. :*・☆*゜☆*゜・*:.。. ☆*                   

平成 24 年 7 月から平成 25 年 6 月までの 1 年間、当院の外来・病棟にてご尽力頂

きました鈴木優一先生より、当院での勤務を終えられての感想をお寄せ頂きました。 

鈴木先生は、今年 7 月より秋田県の病院で勤務され、ご活躍されています。    
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1 年間の勤務を終えて 

今年 6 月末まで高田西城病院で勤務させていただきました鈴木優一です。大学の医局

人事のため異動となり、現在は秋田県の病院で勤務しております。担当させていただい

た患者様の中には、回復半ばの方や、まだ苦しい時を過ごしている方もいらっしゃると

思うと、後ろ髪を引かれる思いです。今まで数度病院を移り、いろいろな患者様との出

会いがありましたが、お互いに新たな出会いから得られるものも大きいと感じています。

患者様には、新たな先生と回復への道のりを歩んで頂けたらうれしいです。 

 

 私自身も、新たな患者様との出会いの中で、医師として学んでいけたらと思っていま

す。今後は、自身のライフワークとして、社会から逸脱せざるを得なかった「不登校」

や「ひきこもり」の方々を、医療を含め総合的にサポートする方法を模索していきたい

と考えています。 

 

 いままで診療を支えてくださった先生方、コメディカルの皆様には心から感謝申し上

げます。上越市は、県内でも医療従事者が少なく、たいへんな地域でありますが、高田

西城病院は熱心な看護師、心理士、ソーシャルワーカーなどのスタッフが支えとなり質

の高い医療を提供していると思います。 

 

 秋田の地で遠くは離れていますが、患者様のご健康とスタッフ皆様のご多幸を心から

願っています。1 年間診療させていただきまして、本当にありがとうごいました。 

 

                平成 24 年 7 月から平成 25 年 6 月まで勤務 

               鈴木 優一 医師  


